
内閣府要求、日時も記録 「官邸の最高レベルが言っ

ている」 加計学園、１８年の新学部設置 

朝日新聞 2017 年 5 月 18 日 

安倍晋三首相の友人が理事長を務める学校法人「加計（かけ）学園」（岡山市）が国家戦略

特区に獣医学部を新設する計画について、内閣府が文科省に「官邸の最高レベルが言って

いる」などと対応を求めたとする文言が、日時や出席者が特定された文書に記されている

ことがわかった。文科省側が「『できない』という選択肢はなログイン前の続きい」と言わ

れたことも書かれていた。 

 

 菅義偉官房長官は１７日午前の記者会見で、朝日新聞が報じた文書について「どういう

文書か。作成日時だとか、作成部局だとか明確になってないんじゃないか。通常、役所の

文書はそういう文書じゃないと思う」などと述べた。 

 朝日新聞が入手した文書は、「○○内閣府審議官との打合せ概要（獣医学部新設）」＝○

○部分は実名＝という題名で、文科省関係者によると、同省職員が作成した。「平成２８（２

０１６）年９月２６日（月）１８：３０～１８：５５」と具体的な日時が入り、「対応者」

として内閣府の審議官と参事官、文科省の課長と課長補佐の計４人の実名が書かれている。 

 文書には、内閣府の出席者が「平成３０（２０１８）年４月開学を大前提に、逆算して

最短のスケジュールを作成し、共有いただきたい」「これは官邸の最高レベルが言っている

こと」と語ったと記されている。 

 また、内閣府側が「『できない』という選択肢はなく、事務的にやることを早くやらない

と責任を取ることになる。早く政治トップの判断に持って行く必要あり」と述べ、１８年

４月の開学へ向けた対応を促したことも記載されている。 

 一方、同様の内容は、朝日新聞が入手した別の「獣医学部新設に係る内閣府からの伝達

事項」との文書にも記されている。やはり文科省職員が作り、日時などは書かれていない

が、「打合せ概要」を要約した内容で「これは官邸の最高レベルが言っていること」などの

文言が共通している。 

 安倍首相は今年３月の参院予算委員会で「この問題について働きかけていない。働きか

けて決めているとあれば、責任を取る」と述べている。 

 ◆キーワード 

 ＜加計学園の獣医学部新設＞ 地域限定で規制緩和を認める「国家戦略特区」の事業と

して、学校法人「加計学園」が運営する岡山理科大の獣医学部を愛媛県今治市につくるこ



とが今年１月に認められた。予定通り来年４月に開学すれば、１９６６年の北里大以来、

５２年ぶりの獣医学部新設。今治市は１６・８ヘクタールの土地を建設用地として無償譲

渡したほか、９６億円の建設費を補助する予定。獣医師養成向けの入学定員は１６０人で、

国内では最大規模。現在、文部科学省が設置を認可するか審査中。学園の理事長が安倍晋

三首相の長年の友人で、野党が「特別な便宜を図ったのではないか」と追及。首相は否定

している。 

 

「総理の意向」文書  

認可慎重な文科省 内閣府迅速化迫る 
毎日新聞 2017 年 5 月 17 日  

 加計学園の獣医学部新設計画  

 

 安倍晋三首相の友人が理事長を務める学校法人加計学園（岡山市）が政府の国家戦略特

区を活用して獣医学部を新設する計画で、文部科学省が特区を担当する内閣府から早期開

学を促されていたことを記録した文書を巡り、松野博一文科相は１７日の衆院文科委員会

で、設置認可には慎重な審査が必要との見解を示していたことを明らかにした。文書には

義家弘介副文科相も同様の姿勢だったことが記され、文科省が早期認可に難色をにじませ

ていたにもかかわらず、政府として開学に向けて手続きを進めていた可能性が浮かんだ。  

  

 文科省関係者によると、一連の文書が作成されたのは昨年９～１０月で、一部の文科省

幹部で共有されたという。毎日新聞が入手したＡ４判の文書によると、「獣医学部新設に係

る内閣府からの伝達事項」と題された文書には「平成３０（２０１８）年４月開学を大前

提に、逆算して最短のスケジュールを作成し、共有いただきたい」「これは官邸の最高レベ

ルが言っていること」との記述があった。  

 

 これに対し、「（文科）大臣ご指示事項」との文書には「平成３１（１９）年開学を目指

した対応とすべきではないか」と記載。松野氏は委員会で文書の真偽を問われ、「特区でも、

（文科省の大学設置・学校法人）審議会で認められる場合も、認められない場合もある。

時期をあらかじめ提示、書き込むようなことは、どうなのかと話した記憶がある」と答弁

した。話をした時期や相手などは明らかにしなかった。  

 

 また、「義家副大臣レク概要」との文書でも、「平成３０年４月開学で早くやれ、と言わ

れても、手続きはちゃんと踏まないといけない」と記されていた。一方、「（文科）大臣ご

確認事項に対する内閣府の回答」と題する文書には、「設置の時期については（中略）『最

短距離で規制改革』を前提としたプロセスを踏んでいる状況であり、これは総理のご意向

だと聞いている」と内閣府側がなおも迅速化を迫っていたことをうかがわせる文言が並ぶ。  



 

 政府は昨年１１月、規制緩和の一環で５２年ぶりに獣医学部の新設を認める方針を決定。

内閣府と文科省は１月、特例で１校の新設を認めるとの告示を共同で出した。事業者の公

募に加計学園だけが愛媛県今治市での新設計画を申請し文科省の審議会で審査が進められ

ている。野党は「首相の友人が利益を受けたのではないか」と国会で追及し、安倍首相は

「相談や圧力が働いたということは一切ない」と答弁している。【伊澤拓也】  

 

加計学園計画  

新学部は「総理の意向」文書 
毎日新聞 2017 年 5 月 17 日 

「大臣ご確認事項に対する内閣府の回答」、「獣医学部新設に係る内閣府からの伝達事項」

と題された文書＝毎日新聞東京本社で２０１７年５月１７日撮影 

文科相「存在確認したい」  
 学校法人加計（かけ）学園（岡山市）が国家戦略特区制度を活用して、愛媛県今治市に

獣医学部を新設する計画について、民進党の玉木雄一郎氏は１７日の衆院文部科学委員会

で、文部科学省が特区を担当する内閣府から、「総理のご意向だと聞いている」「官邸の最

高レベルが言っている」などと言われたとする記録が存在することを明らかにした。松野

博一文科相は「文書の存在を含め確認していないが、確認したい」と述べ、事実関係を調

査する意向を示した。【伊澤拓也、杉本修作】  

内閣府、早期開学促す  
 加計学園の理事長は安倍晋三首相の友人で、野党は「首相の友人が利益を受けたのでは

ないか」と国会で追及し、安倍首相は国会で「加計学園から私に相談や圧力が働いたとい

うことは一切ない」と答弁している。  

 毎日新聞が文科省関係者から入手したＡ４判の文書によると、「獣医学部新設に係る内閣

府からの伝達事項」と題された文書には「平成３０年４月開学を大前提に、逆算して最短

のスケジュールを作成し、共有いただきたい」「これは官邸の最高レベルが言っていること」

と早期の開学を促す記述があった。  

 「（文科）大臣ご確認事項に対する内閣府の回答」と題する文書には「設置の時期につい

ては（中略）『最短距離で規制改革』を前提としたプロセスを踏んでいる状況であり、これ

は総理のご意向だと聞いている」と書かれていた。  

 また、この文書には「国家戦略特区諮問会議決定という形にすれば、総理が議長なので、

総理からの指示に見えるのではないか。平成３０年４月開学に向け、１１月上中旬には本

件を諮問会議にかける必要あり」との記載もあった。  

 文科省関係者によると、一連の文書が作成されたのは昨年９～１０月で、一部の文科省

幹部で共有されたという。  

 獣医師系の大学は全国で１６あり、国は「質の確保」を理由に大学設置や定員増を制限



しており、獣医学部は北里大が青森県に開学した１９６６年を最後に新設されていない。  

 政府は昨年１１月、規制緩和の一環で５２年ぶりに獣医学部の新設を認める方針を決定。

内閣府と文科省は今年１月、特例で１校の新設を認めるとの告示を共同で出した。事業者

の公募に対して加計学園だけが申請し、文科省の大学設置・学校法人審議会で審査が進め

られている。  

 

加計学園の獣医学部新設構想  
 岡山市の学校法人「加計学園」が運営する岡山理科大が２０１８年４月、政府の国家戦

略特区に指定された愛媛県今治市で獣医学部の開設を目指している構想。大学用地１６．

７ヘクタール（約３７億円相当）は市が無償譲渡し、総事業費１９２億円のうち最大９６

億円を市と県が負担する。学園理事長が安倍晋三首相の友人で、特区に応募したのが同大

だけだった点などから、野党側が国会で政策決定の経緯が不自然だと追及していた。 

  

 

 


